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今週はここに注目！
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キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
にある落ち葉に頭を突っ込んで、
餌を探す様子がよく見られます。
赤褐色の羽縁が特徴で、お寺や公
園で群れている灰色の「ドバト」
とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした方向を
探してみよう

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス

メス

水生植物園で
よく見られます

ドクダミ
湿り気のある日陰地に群生し、特
有の香りがします。利尿、解熱、
解毒などの作用があり、生薬、民
間薬、お茶として広く用いられて
います。

全域で
みられます

ガクアジサイ
日本固有種で、関東や東海地方の
海岸沿いに生育します。このガク
アジサイから様々な園芸品種がつ
くられました。

オオシオカラトンボ
いもりの池や武蔵野植物園の池周
辺でよくみかけます。複眼が黒い
ことで、シオカラトンボ（複眼は
青）と区別がつきます。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

ムクロジ
地面に落ちている花の正体は、な
んでしょう？答えはムクロジです。
花は直径5ｍｍ程度と小さいです
が、多量の蜜を出すため、たくさ
んの昆虫がやってきます。是非、
上を見上げて、花を眺めてみてく
ださい。

ムクロジの花

昔、子どもがこの花の中にホタル
を入れて遊んでいたことから、こ
の名前がついたとされています。
山地に多く見られます。若芽は食
べることができます。

ヤマホタルブクロ

ムラサキシキブ
花や実が美しいので、紫式部の名
を借りたことが名前の由来と言わ
れています。今咲いている小さな
花も可愛いですが、11月中旬か
ら12月頃には、綺麗な紫色の実
をつけますので、こちらも是非お
楽しみに！

ムラサキシキブの実
（秋）
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オカトラノオ
が咲きました

水生植物園で
見られます

2～３ｍ程度のびる「つる植物」。
出始めの「若芽」はアスパラガス
にそっくりで、「山のアスパラガ
ス」とも呼ばれます。味も美味し
く、和え物やてんぷらなどにされ
ます。

シオデ（若芽）

全域で
見られます

タカトウダイの花

タカトウダイ
黄色い小さい花には、
アリなどが蜜を吸い
に集まります。秋に
は赤く紅葉します。
漢方では根茎に利尿
作用があるとされて
います。

名前にヘビとつきますが、トカゲ
の仲間。昆虫やクモを食べます。
草の中をゴソゴソ動いている姿や、
杭の上でじっとしている姿をよく
見かけます。

カナヘビ

オカトラノオ
丘陵地に生え、花序の
ようすを虎の尾に見立
て、岡虎尾（おかとら
のお）の名前がつきま
した。長崎県ではイン
ノ（犬の）シッポバナ、
福島県ではネコノシッ
ポの地方名があり、い
ずれも動物の尾に例え
られています。

全域で
見られます
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